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 眩しい光に晒されると対光反射が起こるが、
それと同時にくしゃみ反射を起こす人がいる。
日本人の２５％にこの反射があるとされ、光
くしゃみ反射と呼ばれている１。光くしゃみ反
射の機序は医学的にすべてが明らかになって
いるとは言えないが、解剖学的には以下のよ
うに考えられている。 
 光量に関する情報は、網膜から→視蓋前域
オリーブ核→Edinger-Westphal（EW）核→
毛様体神経節を介して瞳孔括約筋に到達する。
これは良く知られた対光反射の伝導路である
が、EW 核からの出力（節前線維）の一部は
毛様体神経節を素通りして翼口蓋神経節の吻
側部へも到達する。図は、中脳の EW核を含
む領域に標識化合物を注入した実験における
翼口蓋神経節のスケッチである。翼口蓋神経
節吻側部の大型神経節細胞周囲に環状に配列
する順行性標識像が示されている。この実験
は EW核から翼口蓋神経節大型細胞へ直接投
射が存在することを示唆している。この大型
細胞は、組織学的には、外分泌腺の分泌に関
係する神経細胞である２。肉眼解剖学的には、
毛様体神経節と翼口蓋神経節吻側部との間に
は交通枝が存在し（図中矢印）３，４、翼口蓋
神経節吻側部から出る蝶口蓋神経が鼻粘膜に
分布することが知られている。したがって、
解剖学的に見ると、眩しい光に晒された瞬間
に鼻汁分泌が起こる可能性が考えられる。 
 くしゃみ反射は鼻に吸い込まれた異物を鼻
汁ごと外へ吹き飛ばす反射であるが、外から
の刺激がなくてもくしゃみ反射は起こりうる。
神経性の鼻汁分泌である。翼口蓋神経節は鼻
粘膜に鼻汁分泌を生じさせ、鼻粘膜に生じた
感覚は三叉神経を介して三叉神経脊髄路核に
送られる。三叉神経脊髄路核からの二次路は
延髄外側部に位置するとされるくしゃみ反射

中枢へ投射する５。くしゃみ反射中枢は顔面神
経核、疑核、横隔神経核、脊髄運動細胞など
のくしゃみ関連運動核群へ指令を送り、くし
ゃみ関連筋（表情筋、喉頭筋、咽頭筋、舌骨
上・下筋群、呼吸筋、腹筋、その他の補助呼
吸筋）の運動を同期的に起こすと考えられる。 
 翼口蓋神経節は涙液・鼻汁・唾液の分泌、
頭部・顔面・口腔領域の血流拡張を支配する
副交感性神経節である。情動中枢の支配下に
あり、感情が高揚したときに、血管を広げて
顔を紅潮させ、涙や鼻汁を分泌させる。性的
妄想やオルガスムスでくしゃみをする人が少
なからずいるが、このような解剖学的機序の
存在を考えれば、これも不思議な現象ではな
い。対光反射に要する時間（縮瞳時間）は比
較的短時間であるため、くしゃみ反射の継続
時間も短い。そのため、くしゃみの回数は通
常は１回、多くて２回か３回であり、それ以
上は連続して起こらない。 
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図説： ネコの中脳正中部に

標識化合物を微量注入した実

験における中脳切片と翼口蓋

神経節切片のスケッチ。中脳

の注入領域の広がりと翼口蓋

神経節における順行性標識の

分布を示す。注入領域は EW
核を覆っている。翼口蓋神経

節吻側部の大型節後ニューロ

ン周囲に環状配列する順行性

標識が顕著に認められた。こ

のことは、EW 核から翼口蓋

神経節吻側部への順行性投射

が存在することを示唆してい

る。 


